計　画　推　進　グ　ル　ー　プ

第８次大阪府医療計画の策定にあたり、各二次医療圏の保健医療協議会及び大阪府医療審議会において、協議・検討を行い、取りまとめた。
また大阪府の将来のあるべき医療提供体制の姿を示す「地域医療構想」の実現に向け、地域の病床機能の実態を分析し、地域医療構想調整会議（保健医療協議会）等において、関係団体、関係医療機関等と協議・調整を進めた。

１　保健医療計画推進事業

予　算　額　２０，９１８千円

決　算　額　　７，８４６千円

第７次大阪府医療計画の推進及び第８次大阪府医療計画の策定にあたり、二次医療圏（大阪市域は基本医療圏）ごとに設置した保健医療協議会、医療・病床懇話会等において、現状の分析データに基づく課題から、今後の病床の機能分化・連携等について、関係者等と協議した。

２　医療機能情報提供の実施

予　算　額　４６，４１７千円

決　算　額　３６，５０４千円

　　医療機関の診療科目等の基礎情報、通常診療に関する医療機能情報、休日・夜間診療所や救急病院等の情報を大阪府医療機関情報システム及び厚生労働省医療機関等情報支援システム（Ｇ－ＭＩＳ）により収集・管理し、府民向けに医療機能情報を提供した。
３　病床機能分化・連携を推進するための基盤整備
予　算　額　３３８，１０１千円
決　算　額　　８３，８１０千円
　　地域医療構想を踏まえ、近い将来、需要増が見込まれる回復期病床への機能転換を促進するため、地域医療介護総合確保基金を活用し、必要な改修・人件費等の経費を補助した。
４　地域医療構想活性化関連事業
予　算　額　３１，３４２千円
決　算　額　２８，０７８千円
　　地域医療体制にかかるデータについて詳細に分析の上、可視化を図ることにより、病床機能の分化・連携にかかる協議の充実を図るため、地域医療提供体制構築に向けたデータ分析等を実施した。
